
 

 

令和５年度 第４回佐倉市行政評価懇話会 

議事次第 
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Ⅰ．はじめに 

佐倉市行政評価懇話会は、市内部における行政評価結果を点検し、基本施策等の

取組の方向性及び手段等についての提言を行い、その実効性を高めることを目的と

して設置された機関です。 

評価の対象は、令和２年度から令和５年度までを計画期間とする「第５次佐倉市

総合計画・前期基本計画」における各施策の進捗状況で、その中でも、特に４つの

重点目標に係る基本施策の実施状況について、重点的に評価を行うことといたしま

した。 

４つの重点目標は、計画期間において人口減少や少子高齢化がより一層進むこと

が想定される中、定住人口や交流人口の増加を図るため、良好な住環境の整備や産

業の活性化を図る必要があるとの観点から、「重点目標１ 市民協働の加速化、持続

可能なまちづくり」、「重点目標２ 健康寿命の延伸・生涯活躍の場の創出」、「重点

目標３ 子育て世代の流入・定住促進、子育て支援施策の維持拡充」、「重点目標４ 

計画的な施設・インフラ整備の推進、持続可能な財政運営」を設定しています。 

今年度の評価は、「重点目標４ 計画的な施設・インフラ整備の推進、持続可能な

財政運営」に係る基本施策の令和４年度における取組を対象とし、市が行った行政

評価結果の検証を行いました。検証にあたっては、市の担当部署からの報告に対

し、質疑応答を行い、外部評価機関としての立場から、市における内部評価結果の

妥当性や改善に向けた提言などを、本提言書として取りまとめました。 

市においては、本書による改善に向けた提言を、今後の施策立案や具体的取組に

活かし、市の将来都市像である「笑顔輝き 佐倉咲く みんなで創ろう『健康・安

心・未来都市』」の実現に向け、重点目標に掲げられた施策をより一層推進されるこ

とを期待します。 

 

令和６年３月２２日 

 

佐倉市行政評価懇話会     

委 員 長  小川 真実 

副委員長   伊能 敬之  

委 員  浅野 隆   

委 員  飯塚 香奈子  

委 員  稲垣 かおる  

委 員  柴倉 宏行    

委 員  立﨑 貴子 
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Ⅱ．行政評価懇話会の活動状況 

参

考 

自己評価（担当所属による評価） 令和 5 年５月 26 日～7 月 7 日 

行政評価委員会（内部評価機関） 令和 5 年 7 月 19 日 

 

 日時・場所 活動内容 

第１回 8 月 4 日（金） 

14：00～15：25 

議会棟第 2 委員会室 

① 佐倉市行政評価の概要について 

② 令和４年度佐倉市行政評価懇話会の提言に

関する対応についての評価 

③ 令和４年度における各基本施策の進捗状況

について市からの報告、質疑・意見交換 

④ 令和５年度評価対象の決定 

第２回 10 月 30 日（月） 

14：00～16：10 

１号館３階会議室 

① 基本施策評価についての担当課質疑・意見

交換（都市計画・公共交通、道路環境） 

② 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用した事業について市からの

報告、質疑・意見交換 

第３回 11 月 13 日（月） 

14：00～16：30 

１号館３階会議室 

① 基本施策評価についての担当課質疑・意見

交換（行財政運営、資産管理） 

② 基本施策評価の取りまとめ、意見交換（都

市計画・公共交通、道路環境、行財政運

営、資産管理） 

第４回 ３月 22 日（金） 

① 14：00～14：45 

１号館３階会議室 

② 14：45～16：30 

佐倉市スマートオフ

ィスプレイス 

① 「令和５年度行政評価に関する提言書」決

定について 

第 5 次佐倉市総合計画・中期基本計画等の

概要について 

② 地方創生拠点整備交付金等事業についての

現地視察、質疑・意見交換 
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Ⅲ．行政評価の概要 

１．第５次佐倉市総合計画・前期基本計画の体系 

 第５次佐倉市総合計画では、将来都市像の実現を目指し、５つのまちづくりの基

本方針のもと、施策の推進を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑
顔
輝
き 

佐
倉
咲
く 

み
ん
な
で
創
ろ
う
「健
康
・安
心
・
未
来
都
市
」 

 
1 都市計画・公共交通 

2 住宅・住環境 

3 道路環境 

4 公園・緑地整備 

5 上下水道 

6 消防・防災 

7 防犯・交通安全 

8 市民相談・結婚支援 

9 環境保全 

 
1 商工業振興 

2 農業振興 

3 観光振興 

4 文化・芸術振興 

 
1 学校教育 

2 教育環境 

3 生涯学習 

4 青少年健全育成 

5 スポーツ振興 

6 高等教育機関等との連携 

 
1 コミュニティ 

2 平和・国際化 

3 情報発信・共有、広聴 

4 人権・男女平等参画 

5 行財政運営 

6 資産管理 

 

３ 地域の資源を活かした活力と 

賑わいのあるまち 

（産業・観光・文化） 

4 豊かな心を育み 笑顔あふれる 

まち（教育） 

５ 市民とともに創る多様性の 

ある持続可能なまち 

（市民参加・自治体運営） 

2 人と自然が調和した安心して 

暮らせるまち 

（都市基盤・住環境） 

１ ともに支え合い誰もがいきいき 

と暮らせるまち 

（福祉・健康・子育て） 

 
1 地域福祉 

2 子育て支援 

3 高齢者福祉 

4 障害者福祉 

5 健康づくり 

〈将来都市像〉 〈５つのまちづくりの基本方針〉 〈基本施策〉 
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２．第５次佐倉市総合計画・前期基本計画の重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標１ 

市民協働の加速化、持続可能なまちづくり 

〈位置づけられる基本施策〉 

○地域福祉  ○コミュニティ  ○生涯学習  ○商工業振興 

○高等教育機関等との連携  ○行財政運営 

重点目標２ 

健康寿命の延伸・生涯活躍の場の創出 

 

〈位置づけられる基本施策〉 

○高齢者福祉  ○健康づくり  ○スポーツ振興 

○商工業振興  ○生涯学習 

重点目標３ 

子育て世帯の流入・定住促進、子育て支援施策等の維持

拡充 

〈位置づけられる基本施策〉 

○子育て支援  ○学校教育  ○商工業振興  ○農業振興 

○住宅・住環境  ○環境保全  ○情報発信・共有、広聴 

重点目標４ 

計画的な施設・インフラ整備の推進、持続可能な財政 

運営 

〈位置づけられる基本施策〉 

○都市計画・公共交通  ○道路環境  ○行財政運営  

○資産管理 

今
年
度
の
評
価
対
象 
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３．評価対象 

 評価対象は、「第５次佐倉市総合計画・前期基本計画」における各施策の進捗状況

です。その中でも、特に４つの重点目標に係る基本施策の進捗状況について、令和

２年度から令和６年度までを計画期間とする「第２期佐倉市まち・ひと・しごと創

生総合戦略」における具体的施策とも関連することから、重点的に評価を行うこと

としました。 

今年度は、４つの重点目標のうち、「重点目標４ 計画的な施設・インフラ整備の

推進、持続可能な財政運営」に係る以下の４つの基本施策について、令和４年度に

おける取組の評価を行いました。 

①都市計画・公共交通  ②道路環境  ③行財政運営  ④資産管理 

 

 

４．評価方法 

（１）内部評価 

市の内部評価として、各基本施策の取りまとめ推進課・関係課において、「基本施

策評価シート」により施策の進捗状況の自己評価を実施しました。総合評価の判定

（Ａ～Ｅの５段階）にあたっては、成果指標の進捗状況や、基本施策内の事務事業

評価結果を踏まえ、総合的に判定することとしました。  

なお、Ａ～Ｅの判定内容は、以下のとおりです。 

Ａ 順調に進捗し、効果が上がっている    

Ｂ 概ね順調に進捗し、一部効果が上がっている 

Ｃ 半分程度は進捗している 

Ｄ 一部進捗している 

Ｅ 例年より後退している 

 

「基本施策評価シート」の作成方法については、「実績値に基づく評価」を原則と

しつつ、例えば、「イベントや講座等の参加者数」や「来館者数・入場者数」などが

成果指標として設定されている基本施策については、新型コロナの影響をどのよう

に受けたかを明記した上で、「実績値に基づく評価」に加え、「コロナの影響度を踏

まえた評価の補正を行うことができる」としました。これは、国等から示された新

型コロナ対策のルールに基づき、参加者数・定員数などを制限しながら事業を実施

したため「計画策定時に設定した初期値」や「令和４年度の目標値」の達成が「そ

もそも困難であった」という実情と、また、適切な感染症対策を講じたことによ

り、中止・延期することなく事業・イベントが実施できたことを評価しようとした

ものです。 

取りまとめ推進課等が作成した「基本施策評価シート」など、自己評価を取りま
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とめ、市の内部評価組織である「行政評価委員会」において検討したところ、「妥当

である」と認定され、内部評価として決定しました。 

 

（２）外部評価 

行政評価委員会における内部評価の後、外部評価機関である当懇話会は、「基本施

策評価シート」を確認し、担当部署から、「自己評価の概要」や「成果指標について

目標値に達しなかった要因」、「今後の改善策」などについての説明を受け、質疑応

答を行いました。その結果を踏まえ、市の内部評価結果の妥当性を検証の上、改善

に向けた提言などを取りまとめました。 

 

 

Ⅳ．行政評価結果 

１．全体の総括的評価 

今年度の当懇話会では、第５次佐倉市総合計画・前期基本計画の「重点目標４ 

計画的な施設・インフラ整備の推進、持続可能な財政運営」に係る４つの基本施策

について、内部評価の妥当性を検証しました。 

 

【当懇話会における妥当性の検証結果】 

 基本施策 市の内部評価 当懇話会による妥当性の検証結果 

１ 
都市計画・

公共交通 
Ｂ 概ね順調に進捗 妥当（評価：B） 

２ 道路環境 Ｃ 半分程度は進捗 妥当（評価：C） 

３ 行財政運営 Ｂ 概ね順調に進捗 内部評価を下回っている(C 評価が妥当) 

４ 資産管理 Ｂ 概ね順調に進捗 内部評価を下回っている(C 評価が妥当) 

 

上の表のとおり、４つの基本施策のうち、２つは『妥当』、２つは『内部評価を修

正すべき』としました。 

『内部評価を下回っている（C 評価が妥当）』とした「３．行財政運営」「４．資

産管理」については、「設定している指標のうち D 評価が１指標。その他の指標は A

評価。これらから、総合評価が B 評価」という内部評価が妥当であるかを中心に議

論しました。いずれも、目標値と実績値をベースとした評価を行っていますが、A

評価となった成果指標には、目標値が適当ではないと感じた指標があったり、その

一方で、D 評価となった要因分析や今後の方向性、改善策が不十分な指標があった

りしたことから、当懇話会の評価は『内部評価を下回っている（C 評価が妥当）』と

判断しました。 
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この他の基本施策「１．都市計画・公共交通」「２．道路環境」については、実績

値や取組内容、評価の理由等を検証した結果、『市の内部評価は妥当である』と判断

しました。 

 

全体の傾向として、令和４年度は、前年度と比較し、新型コロナウイルス感染症

の影響を受けた施策は減り、また、適切な感染症対策を講じながらイベントや講座

等を実施するなど、担当部署の努力により、各取組の実績値については「回復の兆

し」を感じることができました。その一方で、新型コロナウイルス感染症の影響を

それほど受けていないにも関わらず、計画策定時の初期値を下回った成果指標も７

つ見受けられました。 

今回評価を行った重点目標４に係る基本施策「都市計画・公共交通」「道路環境」

「行財政運営」「資産管理」は、老朽化した公共施設やインフラをどのように整備・

更新し、市民生活における利便性の向上や安全・安心なまちづくりを推進していく

のか、また、人口減少や少子高齢化が進行する現状を踏まえ、どのように業務を簡

素化・効率化し、行政サービスの維持・向上を図るのかなど、佐倉市が持続可能な

まちづくりを推進するうえで大変重要な施策であると考えます。 

それぞれの基本施策の担当部署におかれては、当懇話会の「改善に向けた提言や

意見」を踏まえ、更なる施策の推進に取り組まれるようお願いします。 

また、新型コロナウイルス感染症や物価高騰、大規模災害など、社会情勢が大き

く変化することにより、行政に求められる役割や市民にとって必要なサービスも変

化します。これまでの施策内容や事業実施手法にとらわれることなく、新たな視点

で施策を再考するとともに、さらなる改善に向けて柔軟に検討されることを期待し

ます。 

次に評価方法への意見を申し述べます。 

次年度以降は、自己評価の実施や基本施策評価シートの作成においては、目標

値・実績値をベースに、「評価理由」や「要因分析」「今後の方向性」「改善策」を明

確にし、また、専門用語を使用する場合には用語解説を追記するなど、『分かりやす

い説明文』を心掛け、記載内容の充実を図っていただきますようお願いします。 

併せて、事業実施にあたって工夫したこと、良いことは積極的にアピールし、改

善に向けた取組を加速させていただきたいと思います。 
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２．各基本施策に関する評価・提言 

（１）都市計画・公共交通 

＜市による評価・検証結果（内部評価）＞ 

 

評価年度 令和４年度

基本方針 ２：人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基盤・住環境）
基本
施策名

１．都市計画・公共
交通

取りまとめ推進課 都市計画課

関係課
自治人権推進課・市街地整備
課

R5年度

262,196 298,994 292,666 －

4年間の取組
（施策の内容）

適正な土地利用の推進や、地域を結ぶ公共交通ネットワークの形成、地域の個性を活かした景観形成を図っていくことで、利便性と快適さ、豊かな自然を誰
もが享受できるまちづくりを推進します。

12年後の目指す姿
都市と農村が公共交通で結ばれ、利便性・快適さ・豊かな自然を享受で
きる暮らしやすいまちを目指します。

施策に係るコスト
（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

施策の評価

評価（A～E） （施策の総括・成果）

B
・都市マスタープランや地域公共交通網形成計画等に基づき、人と自然が調和した安心して暮らせるまちづくりの推進に取り組み
ました。
・成果指標「佐倉市の人口」は、初期値を下回りましたが、少子高齢化の進展及び急速な人口減少等の全国的な要因等によりや
むを得ないものと判断します。
・「景観推進事業」について、目標値を下回りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント事業の縮小や外出の自
粛等により佐倉市の景観資源にふれる機会の減少が一因と思われます。

新規又は重点的に
行った取組み

・【R４新規】関係法令の改正、上位計画の改定などを踏まえ、立地適正
化計画の見直しに向けた調査分析を行いました。
・【R４新規】日常生活の移動手段の確保、交流人口の増加と目的とした
「城下町周辺地区循環バス」の運行社会実験を開始しました。

今後の
改善
策・方
向性

・まちづくりや景観に対する関心・理解を高めるため、都市計画や景観に
関する情報発信や愛着と誇りをもてるまちづくりを継続的に行う必要があ
ります。
・市民の利便性を確保するとともに、持続可能な公共交通のあり方につい
て検討を進めていく必要があります。

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

171,747人 171,031人

成果指標の
進捗状況①

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

佐倉市の人口

－

目標値の
考え方・根拠

第１期人口ビジョン（平成27年）の目標人口の達成を目指します。
達成率　：　（実績値‐初期値）　/　（目標値‐初期値）　×　100

目標値達成に向けての取組 【R4新規】
・定住人口の維持、交流人口の増加など選ばれるまちづくりに向け、平成29年3月に策定した「佐倉市立地適正化計画」の改定に向けた取組を推進するた
め、調査・分析を行いました。※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

－

（都市計画課） 達成率 初期値以下 D 初期値以下 D 初期値以下 D －

175,476人
（H31.3月末）

目標値
176,819人
（R3.3月末）

176,624人
（R4.3月末）

176,416人
（R5.3月末）

175,999人
（R6.3月末）

実績 173,216人

目標値を達成しなかった
要因

少子高齢化の進展が一因と考えれられます。
今後の改善策・

方向性

今回策定した当該マスタープラン及び総合計画等に基づき、誰もが「都市の便利
さ」と「農村の豊かな自然」を併せて享受できる持続可能なまちづくりを推進してま
いります。

成果指標の
進捗状況②

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

公共交通が利用しやすいと思う市民
の割合 28.5%

目標値 30.0% 30.0% 32.0% 32.0%

実績 33.8% 27.2% 38.6% －

（都市計画課） 達成率 目標達成 A 初期値以下

目標値達成に向けての取組

【R4新規】日常生活の移動手段の確保、交流人口の増加と目的とした「城下町周辺地区循環バス」の運行社会実験を実施
※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

目標値を達成しなかった
要因

－
今後の改善策・

方向性

引き続きコミュニティバスをはじめ地域公共交通への施策を講じることにより、市民
が公共交通機関の利用しやすさを実感できる施策の実施に取り組んでまいりま
す。

D 目標達成 A － －

目標値の
考え方・根拠

市民意識調査による。地域公共交通への施策を講じることにより、利用しやすいと思う市民の割合の増加を目指す。
達成率　：　（実績値‐初期値）　/　（目標値‐初期値）　×　100

60.0% 58.7%

成果指標の
進捗状況③

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

景観が良好と感じる市民の割合

－

目標値の
考え方・根拠

市民意識調査において景観が良好と感じる市民の割合（「思う」「どちらかというと思う」）。前期基本計画の目標値である60％を各年度の目標値として設定。
達成率　：　（実績値‐初期値）　/　（目標値‐初期値）　×　100

目標値達成に向けての取組

・市民や事業者への佐倉市景観計画の周知を行いました。
※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

－

（都市計画課） 達成率 目標達成 A 目標達成 A 13.3% C －

58.5%

目標値 60.0% 60.0% 60.0% 60.0%

実績 62.7%

（都市計画課）景観推進事業

目標値を達成しなかった
要因

・新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント事
業の縮小や外出の自粛等により佐倉市の景観資源に
ふれる機会の減少が一因と思われます。

今後の改善策・
方向性

良好な景観形成を図るため、引き続き、当該計画の周知等を図ってまいります。

施策内の主な事務事業

施策１　都市と農村が共生するまちづくりを計画的に推進します　

（市街地整備課）宅地開発指導事業、（都市計画課）都市計画推進事業

施策２　持続可能な公共交通網の形成を推進します

（都市計画課）地域公共交通対策事業

施策３　景観形成による愛着と誇りを持てるまちづくりを推進します
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＜行政評価懇話会による評価・検証結果（外部評価）＞ 

内部評価結果に

対する検証結果 

妥当 

理由 成果指標の達成状況などから、「評価 B：半分程度は進捗」は妥

当な評価と考えます。 

改善に向けた提

言 

○ 広報紙等でコミュニティバスの路線が増えていることを知

り、担当課の努力を感じていますが、コロナ禍を経て、高

齢者向けスマホ教室も開催されるようになり、高齢者のス

マホ利用も普及してきています。デマンド交通について

も、検討を進めていただくようお願いします。 

◆デマンド交通 

路線バスとタクシーの中間的な位置にある交通機

関。あらかじめ決まった時間帯に決まった停留所を回

るのではなく、予約を入れて指定された時間に指定さ

れた場所へ送迎する交通サービス。 

○ 指標「景観が良好と感じる市民の割合」について、今後の

改善策として「引き続き、景観計画の周知を図ります。」と

されていますが、例えば、新町地区には歴史的な景観、印

旛沼のほとりには水辺や自然豊かな景観があります。そう

いった実際の景観に触れていただく機会を創出できるよう

な、市民が足を運びたくなるような取組の実施について検

討していただきたい。 

その他意見 ○ 都会と田園風景が共存していることは、佐倉市の大きな特

徴です。郊外に隠れたカフェ、おしゃれなレストランがあ

ったりすると、人の往来がうまれ、特に若い人が佐倉を訪

れてくれると思います。 
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（２）道路環境 

＜市による評価・検証結果（内部評価）＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

評価年度 令和４年度

基本方針 ２：人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基盤・住環境）
基本
施策名

３．道路環境
取りまとめ推進課 道路建設課

関係課 土木管理課、道路維持課

R5年度

1,028,691 792,563 852,338 －

4年間の取組
（施策の内容）

将来を展望した体系的・効果的な都市計画道路等の整備を推進します。また、幹線道路や生活道路、橋梁の計画的な改修や維持・補修に努め、安全性の
確保・向上を図ります。

12年後の目指す姿
円滑な都市活動を支える安全で快適な道路環境の形成を目指します。ま
た、市道が適切に保全され、安全・安心な道路環境が形成されているま
ちを目指します。

施策に係るコスト
（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

施策の評価

評価（A～E） （施策の総括・成果）

C
・安全安心して利用できる道路を維持するため、国費を活用して計画的な補修や整備を行っており、拡幅等の改良工事を1路線実
施しました。舗装改修工事を1路線明許繰越にて実施してまいります。
・新設道路に伴う用地買収については、令和4年度は2,442㎡の用地を取得でき、累計で目標値34,600㎡に対し実績が10,854㎡と
なり、達成率は31.4％でした。

新規又は重点的に
行った取組み

・国費の市町村間流用や追加補正等、機会を捉え積極的に国費の要望
を行いました。
・通学路の緊急一斉点検に基づき、危険個所の対策工事を実施しまし
た。

今後の
改善
策・方
向性

・国の交付金や補助金の積極的な活用を図り、予算の確保に努めます。
・幹線道路等における歩行者や自転車の安全対策について、限られた道
路用地内で早期効果が発現できるように検討します。

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

8,412㎡ 10,854㎡

成果指標の
進捗状況①

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

都市計画道路・幹線道路の用地取得
面積

－

目標値の
考え方・根拠

都市計画道路や幹線道路の整備に伴い、取得する道路用地の面積
達成率　：　実績値/目標値　×　100

目標値達成に向けての取組
・国の交付金活用
・地権者ごとの用地交渉

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

－

（道路建設課） 達成率 63.3% C 38.7% C 31.4% C －

－

目標値
8,450㎡
（累計）

21,720㎡
（累計）

34,600㎡
（累計）

47,760㎡
(累計)

実績 5,350㎡

目標値を達成しなかった
要因

・交付金の交付決定額が要望額を大きく下回ったこと
で、用地補償費が減少し取得しようとしていた面積も減
少したため。

今後の改善策・
方向性

・引き続き、地権者に対し交渉を続けてまいります。

成果指標の
進捗状況②

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

道路の舗装改修延長
－

目標値
4km
（累計）

8ｋｍ
（累計）

12ｋｍ
（累計）

16ｋｍ
（累計）

実績 0.64ｋｍ 1.42ｋｍ 1.42ｋｍ －

（道路維持課） 達成率 16.0% C 17.8%

目標値達成に向けての取組

・財政当局と計画通りの施工延長を実施するための協議
※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

目標値を達成しなかった
要因

・国の交付金の配分が少なかったためです。
今後の改善策・

方向性
・一部繰越事業にて対応中です。
・引き続き、交付金等の活用を図り、予算の確保に努めてまいります。

C 11.8% C － －

目標値の
考え方・根拠

破損している道路を計画的に改修した延長。年間4キロメートルの整備を目標値として設定。
達成率　：　実績値/目標値　×　100

施策内の主な事務事業

施策１　快適な道路の整備を推進します

（道路建設課）幹線道路整備事業、岩富・寺崎線道路改良事業（市道Ⅰ－２３号線）、３・４・５井野・酒々井線外1路線道路改良事業

施策２　安全・安心な道路環境を保全します

（道路維持課）交通安全施設維持管理事業、道路維持管理事業
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＜行政評価懇話会による評価・検証結果（外部評価）＞ 

内部評価結果に

対する検証結果 

妥当 

理由 成果指標の達成状況などから、「評価 C：半分程度は進捗」は妥

当な評価と考えます。 

改善に向けた提

言 

○ 設定している２つの成果指標は、国の交付金を前提にして

いるため、「交付金が多い年度は A 評価」「交付金が少ない

年度は C 評価や D 評価」となってしまう点に疑問がありま

す。新しい道路を作るためには多額の費用が必要となり、

国の交付金無しでは進めることができないことは十分理解

しますが、例えば「道路の補修」や「通学路の安全確保」

に資する事業の指標を追加することができないか、検討や

見直しをお願いします。 

その他意見 ○ 市民等が道路の不具合を発見し、市へ通報する手段とし

て、電話や LINE、あるいは自治会要望書などがあります

が、例えば、千葉市のマイシティレポートのように、写真

を送信するだけで、所管部署が対応してくれるシステムが

あると、とても便利です。コストはかかりますが、費用対

効果を精査しながら検討していただきたいと思います。 

○ 基本施策「道路環境」は、３つの関係課に対して、設定さ

れている指標は２つです。少なくとも１課に対し、１つ以

上の指標を設定し、各課において実施している業務をアピ

ールできるよう、検討・見直しをお願いします。 
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（３）行財政運営 

＜市による評価・検証結果（内部評価）＞ 

 
目標値を達成しなかった

要因
－

今後の改善
策・方向性

納税案内センターの体制充実や、eL-QR開始による納付方法拡充などに
より、さらなる徴収体制の強化に努めます。

－

目標値の
考え方・根拠

一般会計における、佐倉市税の現年度分、滞納繰越分の合計収入率。佐倉市滞納整理4カ年計画における目標値と同じとして設定。
達成率　：　（実績値‐初期値）　/　（目標値‐初期値）　×　100

目標値達成に向けての
取組 ・【R3新規】スマホ決済による市税納付開始（R3.4月～）

・【R3新規】納税案内センター開設による徴収体制強化（R3.7月～）※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

－

（債権管理課） 達成率 目標達成 A 目標達成 A 目標達成 A －

94.2%

目標値 94.5% 94.6% 94.7% 94.8%

実績 94.9% 95.4% 95.8%

成果指標の
進捗状況③

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

市税収入率

目標値達成に向けての
取組

事務事業の見直しや予算執行の厳格化などを行い、経常的な経費の圧縮に努めています。

※R4年度実績について
令和4年度決算数値（確定値）が出ていないため、実績値は「令和４年度の速報値」としています。

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

目標値を達成しなかった
要因

－
今後の改善
策・方向性

今後も引き続き、事務事業の見直しや予算執行の厳格化などを通じ経常
経費の圧縮に努めていきます。

A 目標達成 A － －

目標値の
考え方・根拠

経常収支比率は、少子高齢化等により全国的に上昇していることから、目標値は固定の数値ではなく類似団体の平均値以下としました。
実績値（確定値）の算出が後年度となるためR4年度の実績は速報値を記載しています。
達成率　：　（実績値/目標値）　×　100

実績

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値+1.5％
（佐倉市94.8%、平
均値93.3%）

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値－1.5％
（佐倉市87.9％、
平均値89.4％）

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値+0.6％
（佐倉市92.6％、
平均値92.0％）

－

（財政課） 達成率 目標達成 A 目標達成

R3年度 R4年度 R5年度

経常収支比率
98.3％(H29)
（類似団体（Ⅳ
-3）の平均値
92.6％）

目標値
類似団体（Ⅳ-3）
の平均値+3%

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値+2%

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値+1%

類似団体（Ⅳ-3）
の平均値以下

目標値を達成しなかった
要因

新型コロナウイルス感染防止対策として、これまで
中止又は縮小した事業を再開したことによる事務
量の増加が一因と考えます。

今後の改善
策・方向性

引き続き時間外削減のための取り組みを継続してまいります。

成果指標の
進捗状況②

指標名 初期値
達成状況

R2年度

－

目標値の
考え方・根拠

全職員における時間外勤務命令の年間総時間数。初期値から５％の削減を図ります。
達成率　：　　（実績値/目標値）　×　100

目標値達成に向けての
取組 ・時間外縮減の取り組み依頼（5月）

・庁内放送によるノー残業日の周知徹底（週１回）
・所属長の時間外管理機能提供※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

－

（人事課） 達成率 目標達成 A 目標達成 A 初期値以下 D －

175,673時間
（2015年度～
2018年度の平

均値）

目標値 ▲1.5％ ▲3％ ▲4％ ▲5％

実績
▲24.8％

（▲43,556時間）
▲13.0%

（▲23,505時間）
2%

（＋3,513時間）

成果指標の
進捗状況①

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

年間時間外勤務時間

施策の評価

評価（A～E） （施策の総括・成果）

B
　人事管理、財政運営、税の賦課・徴収、窓口サービスや行政手続きの簡素化及び利便性の向上など、行財政運営の適正化に
ついて、各種取組を行いました。
（第6次佐倉市行政改革の実施項目の実施、佐倉市DX推進方針の策定、市民向けフリーWi-Fiの整備、自治体情報システムの標
準化・共通化への対応、企業版ふるさと納税の推進、市税等のスマートフォン決済の導入、納税案内センターの設置、時間外勤務
の縮減の取り組みの実施等）
　多くの指標で目標値を達成しているものの、時間外勤務時間が増加したため、Bと判断しました。

新規又は重点的に
行った取組み

・第6次佐倉市行政改革実施項目の実施
・【R4新規】佐倉市DX推進基本方針の策定
・【R4新規】公共施設14施設に市民向けフリーWi-Fiを整備
・【R3新規】佐倉市DX推進本部の設置・運営
・【R3新規】市税等のスマートフォン決済の導入
・【R3新規】納税案内センターの設置

今後の
改善
策・方
向性

行政改革、自治体DX推進計画及び佐倉市DX推進方針に基づく取組を着
実に進捗させるとともに、引き続き業務の効率化と市民サービスの利便
性向上に努めます。

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

R5年度

4,611,975 4,655,337 5,048,124 －

4年間の取組
（施策の内容）

行財政運営の適正化のため、更なる業務の効率化に取り組みます。効果的な人員配置や組織編制、ＩＣＴの活用による効率的な業務遂行を検
討し、時間外勤務の縮減、人件費の抑制を推進します。
財政運営については、少子高齢化による社会保障関連経費の増加が続くことが今後も予想されることから、経常的経費の削減、一般財源の
歳入を確保し、経常収支比率の改善を図ります。政策的な経費は、個別計画との整合性を図りながら、選択と集中により、限られた財源の有
効活用に努めます。また、行政手続の簡素化と利便性の向上に努めます。

12年後の目指す姿
生産年齢人口が減少し、行財政運営においても職員数の少数化
が想定される中、行政サービスの電子化など業務の簡素化・効率
化を図り、市民の利便性の維持・向上を目指します。

施策に係るコスト
（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

評価年度 令和４年度

基本方針
５：市民とともに創る多様性のある持続可能なまち（市民参加・自治体
運営）

基本
施策名

５．行財政運営

取りまとめ推進課 行政管理課

関係課

企画政策課、人事課、情報シス
テム課、財政課、市民税課、資
産税課、債権管理課、契約検
査課、市民課、危機管理課
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＜行政評価懇話会による評価・検証結果（外部評価）＞ 

内部評価結果に

対する検証結果 

内部評価を下回る（C 評価が妥当） 

理由 全体的に成果指標の達成率は高いものの、「設定されている目標

値が適切であるか」に着目し、その上で初期値や各年度の実績

値を見直すと、総合的に「B 評価：概ね順調に進捗している」

とは評価しがたいと考えます。 

改善に向けた提

言 

○ 指標「年間時間外勤務時間」について、新型コロナウイル

ス感染症の影響を大きく受けた令和２年度や令和３年度と

比較し、令和４年度は中止していたイベント等が再開さ

れ、業務量が増えたことにより、時間外勤務時間も増えた

という事実については理解できます。一方で、そもそも初

期値は「コロナ前」のものであり、時間外勤務時間の増加

について、その要因分析や改善策が不十分であると感じま

す。時間外勤務時間の縮減は、行財政改革やワーク・ライ

フ・バランスの観点からも重要な取組ですので、その実現

に向けた取組を強化するよう検討をお願いします。 

その他意見 ○ 民間と行政とを単純に比較できませんが、民間企業では、

どれだけ少ない時間外勤務で最大の収益を挙げたかという

「生産性」が評価されます。 

○ 「経常収支比率」が 90％超と、これほど高いのに A 評価と

なっていることは違和感があります。 

○ 納税案内センターの費用対効果については、大いに評価で

きます。引き続き、適切な市税徴収に努めてください。 

 

施策内の主な事務事業

施策１　人事管理の適正化を推進します

（人事課）職員研修事業、人事管理事業

施策２　健全で持続可能な行財政運営を推進します

（企画政策課）広域行政推進事業、ふるさとまちづくり応援寄附推進事業、（行政管理課）事務改善事業、（財政課）財務会計システム整備運営事業

施策３　税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指します

（市民税課）市民税課税事業、（資産税課）固定資産税等課税事業、土地評価事業、（債権管理課）収納方法拡大事業

施策４　行政手続の簡素化と利便性の向上を図ります

（情報システム課）行政情報化推進事業、（市民課）出張所・派出所管理運営事業、個人番号カード等交付事業

目標値達成に向けての
取組 ・行政手続オンライン化のメリットなどについて、全庁向け説明会を実施（６月）

・導入を検討している所属について、随時相談等のサポートを行い、導入支援を行いました。※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

目標値を達成しなかった
要因

－
今後の改善
策・方向性

・自治体ＤＸ推進計画や佐倉市ＤＸ推進方針に基づき、手続きのオンライン
化を一層進めてまいります。

A 目標達成 A － －

目標値の
考え方・根拠

県の共同運営電子申請システムで電子的な申請・届出ができる手続数。年5件程度ずつ順次増やし、市民の利便性の向上を図る。
達成率　：　（実績値‐初期値）　/　（目標値‐初期値）　×　100

実績 47件 93件 201件 －

（情報システム課） 達成率 目標達成 A 目標達成

R3年度 R4年度 R5年度

電子申請サービスの利用手続数
30件

目標値 35件 40件 45件 50件成果指標の
進捗状況④

指標名 初期値
達成状況

R2年度
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（４）資産管理 

＜市による評価・検証結果（内部評価）＞ 

 
 

 

 

 

 

 

評価年度 令和４年度

基本方針
５：市民とともに創る多様性のある持続可能なまち（市民参加・自治体
運営）

基本
施策名

６．資産管理
取りまとめ推進課 資産経営課

関係課 契約検査課、施設保全課

R5年度

550,467 541,148 563,911 －

4年間の取組
（施策の内容）

老朽化する公共施設について、公共施設の安全性・健全性を確保するため、適切な保全を計画的に行います。また、社会情勢の変化を踏ま
え、将来に向けて必要な公共施設及び行政サービスを確保していくため、より効果的・効率的な施設のあり方や事業の手法を検討していきま
す。

12年後の目指す姿
適切な保全により安全性が保たれ、また、少子高齢化や人口減少
などの社会情勢の変化に対応していく、持続可能な公共施設・
サービスの実現を目指します。

施策に係るコスト
（千円）

R2年度 R3年度 R4年度

施策の評価

評価（A～E） （施策の総括・成果）

B

・公共施設の適切な保全については、施設の維持管理・保守点検等について、一括した業務として委託する包括管理業務の実
施、次期包括管理業務発注に向けて業務内容の改善を見据えたサウンディングの実施、営繕工事の実施にあたって適切な設計・
積算に当たっての発注、監理などを行い、公共施設の安全性・健全性の確保に向け、概ね順調に進捗しているものと判断します。
・公有財産の効果的・効率的な活用については、3施設での指定管理者公募の実施、市有財産や庁用車の適正な管理、公共施設
マネジメントシステムの活用によるファシリティマネジメント業務の効率化などを行い、公有財産の活用について継続的に事業を進
めており、概ね順調に進捗しているものと判断します。
・成果指標については、市民一人当たりの公共施設面積については2年連続しての微増となりましたが、ＰＰＰ事業については、目
標を達成しており、本基本施策はおおむね順調に進捗しているものとして、評価をBとします。

新規又は重点的に
行った取組み

・包括管理業務委託について、92施設を対象に事業を実施しています。
・公共施設マネジメントシステムを活用した不具合情報の活用を進めるた
め、関係部署等との調整を行い、短期修繕計画の優先順位策定、査定情
報共有の仕組み作りを行いました。
・公共施設再配置の検討のための部会、会議を開催しました。
・【R4新規】総務省からの通達を受けて、公共施設等総合管理計画の改
訂を行いました。
・【R4新規】公共施設包括管理業委託のＲ５発注に向けて、事業者サウン
ディングを実施しました。
【R4新規】公共施設の現状について、市民の理解を深めるため、市民シ
ンポジウムを開催しました。

今後の
改善
策・方
向性

　市有施設全体の老朽化が進んでおり、将来的には多額の改修・更新費
用がかかることが見込まれます。
　一方、人口や財政状況の変化から鑑みると、既存の施設を全て同様に
維持・更新していくことは大変困難であると予想されることから、持続可能
な公共施設のあり方を検討し、適正な配置のための方針策定を進めてい
きます。

※近年新規に取り組んだものは
【R４新規】のように記入

2.12㎡

成果指標の
進捗状況①

初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

市民一人当たりの公共施設面積

－

目標値の
考え方・根拠

年度末時点の公共施設保有面積合計を人口で除した数値（面積）を指標としています。少子高齢化や人口減少などの社会情勢の変化に対応
し、持続可能な規模の公共施設保有量を目指すために、適正な保有量を維持します。
達成率　：　（実績値/目標値）　×　100

目標値達成に向けての
取組 ・【R3新規】公共施設再配置の検討のため庁内に会議を設置

・【R4新規】公共施設等総合管理計画の改訂
・【R4新規】市民向けシンポジウムの開催※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

－

（資産経営課） 達成率 初期値以下 D 初期値以下 D 初期値以下 D －

2.03㎡

目標値 2.03㎡ 2.03㎡ 2.03㎡ 2.03㎡

実績 2.05㎡ 2.08㎡

目標値を達成しなかった
要因

佐倉図書館の竣工により保有面積が増加したこと
に加え、人口の減少が進んだことにより、市民一
人当たりの面積が増加しました。

今後の改善
策・方向性

適正な保有量を目指すため、公共施設再配置の検討を進めるため、第三
者検討委員会の設置や大学との共同研究を行います。

成果指標の
進捗状況②

指標名 初期値
達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

PPP事業実施件数
2件

目標値 2件 2件 2件 2件

実績 5件 3件 2件 －

（資産経営課） 達成率 目標達成 A 目標達成

目標値達成に向けての
取組 ・【R3新規】公共施設再配置の検討のため庁内に会議を設置

・【R4新規】公共施設等総合管理計画の改訂
・【R4新規】次期包括管理業務委託発注に向けた事業者サウンディング実施※近年新規に取り組んだものは

【R４新規】のように記入

目標値を達成しなかった
要因

－
今後の改善
策・方向性

民間事業者と連携した事業の実施を進めていきます。

A 目標達成 A － －

目標値の
考え方・根拠

PFI、ESCO事業、包括的民間委託等、公共サービスの提供に民間が参画する公民連携事業を実施した件数（指定管理者導入事業を除く。）を
指標としています。財政のひっ迫が予想される中で、公共施設の管理運営の効率化やサービスの向上を図るために継続して民間資本やノウ
ハウの活用を進めていきます。
達成率　：　（実績値/目標値）　×　100

施策内の主な事務事業

施策１　公共施設の適切な保全を行います

（資産経営課）庁舎維持管理事業、公共施設包括管理事業

施策２　公有財産の効果的・効率的な活用を図ります

（資産経営課）指定管理者制度導入事業、ファシリティマネジメント推進事業、庁用車管理事業

【資料３】
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＜行政評価懇話会による評価・検証結果（外部評価）＞ 

内部評価結果に

対する検証結果 

内部評価を下回る（C 評価が妥当） 

理由 設定されている２つの指標について、特に「市民一人あたりの

公共施設面積（D 評価）」は、今後の公共施設の在り方を検討・

決定していく上で、最重要指標であることを考慮すると、基本

施策「資産管理」の総合評価を「B 評価：概ね順調に進捗して

いる」とすることは、適当ではないと考えます。 

改善に向けた提

言 

○ 指標「市民一人あたりの公共施設面積」について、例えば

「人口が減少したから、直ちに公共施設を解体する」とい

うことは明らかに不可能です。また、市民からすると「市

民一人たりの公共施設（例：図書館や公民館）の面積は、

広ければ広いほど良いのではないか」と考えることもでき

ます。「なぜ、この指標を設定したのか」「なぜ市民一人あ

たりの公共施設面積が少ないほうが良いのか」、その理由・

根拠を分かりやすく記載するようお願いします。 

その他意見 ○ 「PPP」「PFI」「ESCO 事業」など、市民にあまり馴染みが

ない専門用語等については、カッコ書きで簡単な解説を加

えるなど、分かりやすい記載をお願いします。 

○ 公共施設マネジメントの重要性は、ここ数年で指摘され始

めたものではありません。慎重に議論・検討することは重

要ですが、検討している間にも時間は経過し、施設の老朽

化は進行します。施設の量の適正化も大事ですが、施設の

質の維持・向上（特に利用者の安全確保）も重要です。 

○ 基本施策「資産管理」で設定されている指標は、２つとも

資産経営課のものです。施設保全課の指標を設定できない

か、検討してください。 
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(資 料) 

 

 

佐倉市行政評価懇話会委員名簿 

 

（五十音順、敬称略） 

№ 氏 名 経 歴 等 分 野 備 考 

１ 浅野 隆 
株式会社千葉銀行 

佐倉支店 支店長 
金融機関  

２ 飯塚 香奈子 元 佐倉市スポーツ推進委員 市民公募  

３ 稲垣 かおる 元 佐倉市市民リポーター 市民公募  

４ 伊能 敬之 
千葉県印旛地域振興事務所 

所長 
行政機関 副委員長 

５ 小川 真実 
千葉大学大学院 

社会科学研究院 教授 
大学 委員長 

６ 柴倉 宏行 
株式会社広域高速ネット二九六 

取締役営業本部 本部長 
メディア  

７ 立﨑 貴子 
株式会社常磐植物化学研究所 

取締役会長 
産業界  

任期：令和４年８月１日～令和６年７月３１日 
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佐倉市スマートオフィスプレイスの事業報告
（平成30年度 地方創生拠点整備交付金・地方創生推進交付金事業）

①地方創生拠点整備交付金

交付額 41,785,000円

総事業費 86,743,204円

（内訳）

・建築工事 内装工事，間仕切り工事，建具工事 等

・電気設備工事 照明設備工事，配線設備工事，

機械警備設備工事 等

・機械設備工事 空調設備工事，スプリンクラー設備工事，

換気設備工事 等

②地方創生推進交付金

交付額 7,232,977円

総事業費 15,288,873円

（内訳）

・家具 机，椅子，受付カウンター 等

・工具 レーザー加工機，ドライバードリル 等

・電気製品 電子錠コントローラー，スイッチングハブ 等

本事業は、コワーキングスペースとシェアオフィスを備えた施設
を整備することで、テレワーク等の多様な働き方を促進すること、
若者はもちろんのこと、育児中の主婦や定年後も働く意欲をもつ
高齢者等、あらゆる方が起業にチャレンジできる環境を整備する
ことを目指している。

このことにより、市民生活における仕事と生活の調和を図るとと
もに、市内に新事業と新たな創業者を数多く生みだし、新たな雇
用の創出と地域経済の活性化を図ることを目的とした事業である。

事業目的 交付金内容

重要業績評価指数（KPI）
元年度
（目標値）

元年度
（実績値）

２年度
（目標値）

２年度
（実績値）

３年度
（目標値）

３年度
（実績値）

４年度
（目標値）

４年度
（実績値）

本事業の取り組みによる新規
の起業者数

3 1 4 4 6 6 8 -4

本事業の取り組みによるテレ
ワーク就業者の増加数

2 2 3 12 3 29 4 -29

コワーキング・シェアオフィス・
会議室・工房利用者の増加数

50 28 25 135 25 -4 10 16

〇H31.4月オープン。愛称「CO-LABO SAKURA」（コラボさくら）

〇京成ユーカリが丘駅 徒歩３分

〇小規模のシェアオフィスが６室、テレワーク用のコワーキングス
ペース、シェア工房、会議室

〇R2年度より指定管理者（山万グループ）による管理運営となり、
佐倉市民の割引プラン、学生割引プランを導入し、利用者増。

新型コロナウイルス感染症対策への一助ともなっている。

施設概要
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平面図 料金体系

利用実績
元年度
実績

2年度
実績

3年度
実績

4年度
実績

5年度
実績見込
（令和6年1月末）

シェアオフィス 5 6 6 6 6

コワーキング（月額利用） 23 157 154 169 173

コワーキング（時間利用）※延べ人数 128 90 90 77 101

※各年度末月実績

一　般 6,600  円

佐倉市民優待 5,500  円 ※佐倉市民に限る

副業支援プラン 3,300  円
※17:00～20:00

※土日祝は終日利用可能

学生優待 2,200  円 ※小学5年生～大学生
（中学生以下は初回利用時に保護者同伴でお越し下さい）

２


